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JIS

X XXXX：0000

(ISO/IEC 26300：2006)
オフィスアプリケーションのための開放形文書フォーマット(OpenDocument) 1.0

Open Document Format for Office Applications (OpenDocument) v1.0

序文

この規格は，2006年に第1版として発行されたISO/IEC 26300:2006，Open Document Format for Office Applications (OpenDocument) v1.0を基に，技術的内容及び対応国際規格の構成を変更することなく作成した日本工業規格である。

0
適用範囲

この規格は，オフィスアプリケーションのためのXMLのスキーマ及びその意味を規定する。スキーマは，テキスト文書，スプレッドシート，チャート及び図形文書などの描画又はプレゼンテーションを含むオフィス文書に適するが，この種の文書に限定はしない。

注記
この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。

ISO/IEC 26300:2006，Open Document Format for Office Applications (OpenDocument) v1.0 (IDT)

なお，対応の程度を表す記号(IDT)は，ISO/IEC Guide 21に基づき，一致していることを示す。

1
導入

1.1
導入

スキーマは，文書編集に適する高水準の情報を提供する。それは，オフィス文書に適するXML構造を規定し，XSLT又は類似のXMLベースのツールを用いて，容易に変形できる。

OpenDocumentフォーマットへの導入を箇条1に示す。OpenDocument規定に適合する文書の構造を箇条2に示す。それらの文書に含むことができるメタ情報を箇条3に示す。それらの文書のテキスト及び段落の内容を箇条4及び箇条5に示す。テキストフィールドを，箇条6に示し，テキストのインデクスを，箇条7に示す。

OpenDocumentフォーマットにおける文書の表内容を箇条8に示し，その図形内容を箇条9に示し，そのチャート内容を箇条10に示し，そのフォーム内容を箇条11に示す。すべての文書に共通する内容を箇条12に示す。OpenDocumentスキーマへのSMILアニメーションマーク付けの統合を箇条13に示す。スタイル情報内容を箇条14に示し，スタイルの中で使われる書式付け特性を箇条15が規定する。OpenDocumentスキーマによって使用されるデータ型を箇条16に示す。

OpenDocumentフォーマットは，パッケージの概念を用いる。これらのパッケージを箇条17に示す。

1.2
記法

要素のタグ名は，“<”及び“>”で囲って示す。属性名は，囲まずにそのまま示す。

注記
対応国際規格では，この箇条で，shallなどの用法について規定しているが，JISとしては意味をなさないので，不採用とした。
1.3
名前空間

表1は，OpenDocumentフォーマット及びこの規格文書で用いる接頭辞によって定義される名前空間を示す。XML名前空間のもっと詳細な情報に関しては，JIS X 4158に示す。

表1－OpenDocumentスキーマが定義するXML名前空間

	接頭辞
	記述
	名前空間

	office
	別のもっと固有な名前空間には含まれていないすべての共通情報部分を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

office:1.0

	meta
	メタ情報を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

meta:1.0

	config
	アプリケーション固有の設定を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

config:1.0

	text
	テキスト文書及び他の文書型のテキスト部分の中に現れてよい要素及び属性を対象とする。このような要素及び属性の一例として，スプレッドシートのセル内容がある。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

text:1.0

	table
	スプレッドシートの中又はテキスト文書の表定義の中に現れてよい要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

table:1.0

	drawing
	図形内容を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

drawing:1.0

	presentation
	プレゼンテーション内容を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

presentation:1.0

	dr3d
	3D図形内容を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

dr3d:1.0

	anim
	アニメーション内容を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

animation:1.0

	chart
	チャート内容を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

chart:1.0

	form
	フォーム及び制御を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

form:1.0

	script
	スクリプト又は事象を表現する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

script:1.0

	style
	OpenDocumentフォーマットによって使用されるスタイル及び継承モデルを記述する要素及び属性を対象とするとともに，共通のフォーマット付け属性も幾つか対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

style:1.0

	number
	データスタイル情報を記述する要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

data style:1.0

	manifest
	パッケージ目録に含まれる要素と属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

manifest:1.0


表2は，OpenDocumentフォーマットが定義する名前空間を示す。その名前空間に含まれる要素及び属性の意味は，他の規定の要素及び属性に対して互換性をもつ。

表2－他の規格の要素及び属性に対して互換性をもつ要素及び属性を含む，OpenDocumentスキーマが定義するXML名前空間

	接頭辞
	記述
	名前空間

	fo
	XSL（W3C勧告XSL参照）に定義される属性と互換性のある属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

xsl-fo-compatible:1.0

	svg
	SVG（W3C勧告SVG参照）に定義される要素又は属性と互換性のある要素及び属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

svg-compatible:1.0

	smil
	SMIL20（W3C勧告SMIL20）に定義される属性と互換性のある属性を対象とする。
	urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:

smil-compatible:1.0


表3は，OpenDocumentフォーマットにインポートされる名前空間とこの規格文書で用いる接頭辞との一覧を示す。

表3－OpenDocumentスキーマが用いるXML名前空間

	接頭辞
	記述
	名前空間

	dc
	ダブリンコア名前空間（JIS X 0836参照）
	http://purl.org/dc/elements/1.1/

	xlink
	XLink名前空間（JIS X 4176参照）
	http://www.w3.org/1999/xlink

	math
	MathML名前空間（W3C勧告MathML参照）
	http://www.w3.org/1998/Math/MathML

	xforms
	XForms名前空間（JIS X 4178参照）
	http://www.w3.org/2002/xforms


1.4
RELAX-NG スキーマ

OpenDocumentフォーマットのための規定のスキーマは，この規格の中に埋め込まれている。それは，箇条1～16に含まれるすべてのスキーマ素片を連結することによって，この規格から得ることができる。すべてのスキーマ素片は，灰色の背景色をもつ。

この規格の中では，スキーマ言語としてRELAX-NG（JIS X 4177-2参照）を使う。文献[8]の中で規定される属性の既定値の機能は，属性の既定値を提供するために用いる。

この規定の中で提供されるスキーマは，メタ情報要素及び1.5に示すフォーマット付け特性要素の中の任意の内容を許容する。附属書Aは，この規定が定義する属性及び要素にこれらの要素中の内容を制限するスキーマを含む。

規定のRELAX-NGスキーマのための接頭辞

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!--


OASIS OpenDocument v1.0 (Second Edition)


Proposal|Draft|Committee Specification|OASIS Standard|1, 19 Jul 2006


RELAX-NG Schema


$Id$


© 2002-2005 OASIS Open


© 1999-2005 Sun Microsystems, Inc.

-->

<grammar


xmlns="http://relaxng.org/ns/structure/1.0"


xmlns:a="http://relaxng.org/ns/compatibility/annotations/1.0"


datatypeLibrary="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-datatypes"


xmlns:office="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:office:1.0"


xmlns:meta="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:meta:1.0"


xmlns:config="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:config:1.0"


xmlns:text="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:text:1.0"


xmlns:table="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:table:1.0"


xmlns:draw="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:drawing:1.0"


xmlns:presentation="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:presentation:1.0"


xmlns:dr3d="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:dr3d:1.0"


xmlns:chart="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:chart:1.0"


xmlns:form="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:form:1.0"


xmlns:script="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:script:1.0"


xmlns:style="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:style:1.0"


xmlns:number="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:datastyle:1.0"


xmlns:anim="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:animation:1.0"


xmlns:dc="http://purl.org/dc/elements/1.1/"


xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink"


xmlns:math="http://www.w3.org/1998/Math/MathML"


xmlns:xforms="http://www.w3.org/2002/xforms"


xmlns:fo="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:xsl-fo-compatible:1.0"


xmlns:svg="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:svg-compatible:1.0"


xmlns:smil="urn:oasis:names:tc:opendocument:xmlns:smil-compatible:1.0"

>

1.5
文書処理及び適合性

OpenDocumentの規定に適合する文書は，OpenDocumentスキーマの中で指定されない要素及び属性を含んでよい。それらの要素及び属性は，この規定の中で定義する名前空間の一部であってはならず，外来要素及び外来属性と呼ぶ。

適合するアプリケーションは，次の二つの条件のうち，少なくとも一つを満たすものでなければならない。
a)
外来要素及び外来属性をすべて削除すればOpenDocumentスキーマに対して妥当となる文書を，読むことができる。
b)
外来要素及び外来属性をすべて削除すればOpenDocumentスキーマに対して妥当となる文書を，書くことができる。
文書を読み込んで書き出す適合アプリケーションは，外来要素及び外来属性を保存してもよい。
適合するアプリケーションは，メタ情報及びスタイルの内容を保存することが望ましい。この意味を次に示す。

a)
種々の<style:*-properties>要素（箇条15参照）は任意の添付属性をもってよく，任意の要素内容をもってもよい。これらの要素に添付されたすべての属性，及びこれらの要素の中に含まれる要素は，保存することが望ましい（15.1.3参照）。

b)
<office:meta>要素の中に含まれる要素は，任意の要素内容をもってよく，保存されることが望ましい（2.2.1参照）。

外来要素は，true又はfalseの値をもつoffice:process-content添付属性をもってよい。その属性の値がtrueのとき，又は属性が存在しないとき，その要素の内容(content)は，適合するアプリケーションによって処理(process)されることが望ましい。そうでなければ適合するアプリケーションは，要素の内容を処理することは望ましくないが，その内容を保存するだけでもよい。要素の内容が処理される場合（office:process-content属性がtrueであるか又は存在しない場合）には，外来要素がその内容だけと置き換えられたとき，文書自体がOpenDocumentスキーマに対して妥当になるものでなければならない。
適合するアプリケーションは，処理命令を含む文書を読まなければならず，それらを保存することが望ましい。

適合するアプリケーションによって実際にサポートされなければならない要素及び属性についての規則はない。ただし，OpenDocumentスキーマが規定する機能のために，外来要素及び外来属性を用いることは望ましくない。附属書Dを参照する。
<define name="office-process-content">


<optional>



<attribute name="office:process-content" a:defaultValue="true">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

1.6
空白処理及び行末(EOL)処理

空白処理及び行末処理は，XML1.0（JIS X 4159参照）に適合しており，要素内容をもつ要素の中に空白文字が含まれる場合（言い換えると，要素だけを含みテキストを含むことはない場合），その空白文字は無視される。これは，次の空白文字及び行末文字(JIS X 0221参照)に当てはまる。
a)
水平タブ(0x0009)

b)
行送り(0x000A)

c)
復帰(0x000D)

d)
スペース(0x0020)

他のどの要素についても，空白は特に指定しなくても保存される。特記しない限り，四種類の空白文字のどれについても，特別の処理はない。段落要素などの幾つかの要素については，別の空白処理を行ってもよい。

XMLの規定は更に，属性値に含まれる四種類の空白文字をSPACE文字に正規化することも要求する。

次の文字の一つは，行末を表すために用いてよい。

a)
行送り
b)
復帰
c)
復帰及び行送りの文字の列
XMLの規定に適合して，すべての可能な行末は，単一の行送り文字に正規化される。

空白及び行末の処理規則の結果，要素のテキスト内容の中，又は属性値の中のどちらかに含まれるどの復帰文字も，文字実体“&#x0D;”によって符号化されなければならない。水平タブ文字，行送り文字が属性値に含まれる場合には，それらにも同じことが適用される。

1.7
メディア型及びファイル名拡張子

附属書Cは，この規定に適合し，パッケージ（2.1参照）に含まれるオフィス文書に使用されるメディア型及びファイル名拡張子のリストを含む。このメディア型及び拡張子は，IETF RFC 2048に記述される手続に従って登録されたか，又は登録手続が行われている。

この規定に適合するが，パッケージに含まれないオフィス文書は，メディア型text/xmlを使用することが望ましい。

この規定に適合するが，パッケージに含まれないオフィス文書は，メディア型text/xmlを使用することが望ましい。

JIS X 5810-4に従って登録されたメディア型及び拡張子だけを，この規定に適合するオフィス文書のために使用することが望ましい。附属書Cにリストされたメディア型及び拡張子は，適切なところで使用されることが望ましい。

2
文書構造

箇条2は，OpenDocumentフォーマットの構造を示す。箇条2は，次の内容を含む。

a)
文書のルート
b)
文書のメタデータ
c)
本体要素及び文書型
d)
アプリケーション設定
e)
スクリプト
f)
書体宣言
g)
スタイル
h)
ページスタイル及びレイアウト
OpenDocumentフォーマットにおいては，構造の各構成部品は，一つの要素及び関連する属性にによって表現される。OpenDocumentフォーマットの文書の構造は，すべての文書型に適用される。テキスト文書，スプレッドシート又は描画の違いは，構造の違いではなく内容の違いである。すべての文書型が，異なるスタイルを含んでもよい。すべての文書型に共通する文書内容は，一つの文書の型から別の型に交換できる。

2.1
文書ルート

文書ルート要素は，OpenDocumentフォーマットでの文書の主要な要素とする。それは，文書全体を含む。文書のすべての型，例えばテキスト文書，スプレッドシート及び描画文書は，同じ型の文書ルート要素を用いる。

OpenDocumentフォーマットは，文書表現の次の二つの方法をサポートする。

a)
単一のXML文書として。

b)
パッケージ(箇条17を参照)中の幾つかの副文書の集合として。この場合，パッケージ内のどの副文書も同じ完全文書の一部を記録している。例えば，ある副文書はスタイル情報を含み，別の副文書は，文書の内容を含む。テキスト文書，スプレッドシート文書などのすべての型の文書は，同じ文書定義及び副文書定義を用いる。

四つの型の副文書があり，そのどれもが別のルート要素をもつ。さらに，単一のXML文書は，それ自体のルート要素をもつ。したがって，合計5個のルート要素がサポートされることになる。これらのルート要素の要約を表4に示す。
表4－ルート要素

	ルート要素
	副文書の内容
	パッケージ中の副文書名

	<office:document>
	単一のXML文書中の完全なオフィス文書。
	n/a

	<office:document-content>
	文書中で用いる文書内容及び自動スタイル。
	content.xml

	<office:document-styles>
	文書中で用いるスタイル及びスタイル自体の中で用いる自動スタイル。
	styles.xml

	<office:document-meta>
	著者，最後に記憶した時刻などの文書メタ情報。
	meta.xml

	<office:document-settings>
	ウィンドウの大きさ，プリンタ情報などのアプリケーション固有の設定。
	settings.xml


表4に記述されたルート要素の定義は，子要素指定が適切に制約されることを除いて<office:document>の定義と一致している。

<start>


<choice>



<ref name="office-document"/>



<ref name="office-document-content"/>



<ref name="office-document-styles"/>



<ref name="office-document-meta"/>



<ref name="office-document-settings"/>


</choice>

</start>

2.1.1
文書ルート要素内容モデル

5個のルート要素の内容モデルを表5において要約する。<office:document>は，すべてのサポート済み最上位要素を含んでよい。4個の副文書ルート要素のどれも完全なデータを含まないが，4個の組合せはそれを含む。

表5－ルート要素の内容モデル

	ルート要素
	メタデータ
	アプリケーション設定
	スクリプト
	フォントdecls
	スタイル
	自動スタイル
	mast style
	body

	<office:document>
	✓
	✓
	✓
	✓
	✓
	✓
	✓
	✓

	<office:document-content>
	
	
	✓
	✓
	
	✓
	
	✓

	<office:document-styles>
	
	
	
	✓
	✓
	✓
	✓
	

	<office:document-meta>
	✓
	
	
	
	
	
	
	


	<office:document-settings>
	
	✓
	
	
	
	
	
	


<office:document>ルートは完全文書を含む。

<define name="office-document">


<element name="office:document">



<ref name="office-document-attrs"/>



<ref name="office-document-common-attrs"/>



<ref name="office-meta"/>



<ref name="office-settings"/>



<ref name="office-scripts"/>



<ref name="office-font-face-decls"/>



<ref name="office-styles"/>



<ref name="office-automatic-styles"/>



<ref name="office-master-styles"/>



<ref name="office-body"/>


</element>

</define>

<office:document-content>ルートは，文書内容に必要とされる自動スタイルに加えて，文書内容だけを含む。

<define name="office-document-content">


<element name="office:document-content">



<ref name="office-document-common-attrs"/>



<ref name="office-scripts"/>



<ref name="office-font-face-decls"/>



<ref name="office-automatic-styles"/>



<ref name="office-body"/>


</element>

</define>

<office:document-styles>ルートは，命名されたスタイルに必要とされる自動スタイルに加えて，文書のすべての命名されたスタイルを含む。

<define name="office-document-styles">


<element name="office:document-styles">



<ref name="office-document-common-attrs"/>



<ref name="office-font-face-decls"/>



<ref name="office-styles"/>



<ref name="office-automatic-styles"/>



<ref name="office-master-styles"/>


</element>

</define>

<office:document-meta>ルートは，文書に関するメタ情報を含む。

<define name="office-document-meta">


<element name="office:document-meta">



<ref name="office-document-common-attrs"/>



<ref name="office-meta"/>


</element>

</define>

<office:document-settings>ルートは，この文書を処理するときに適用されるアプリケーション固有の設定を含む。

<define name="office-document-settings">


<element name="office:document-settings">



<ref name="office-document-common-attrs"/>



<ref name="office-settings"/>


</element>

</define>

2.1.2
文書ルート属性

a)
版

ルート要素はすべてoffice:version属性をもつ。それは，この規定のどの版に適合するかを示す。版数は，フォーマットrevision.versionの中にある。ファイルがXML処理系にわかる版をもつとき，それは文書を検証してよい。そうでなければ，文書を検証することは必す（須）ではないが，文書は整形式でなければならない。

<define name="office-document-common-attrs" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="office:version">




<ref name="string"/>



</attribute>


</optional>

</define>

b)
メディア型

<office:document>要素は，office:mimetype属性をもつ。それは，文書の型（テキスト，スプレッドシートなど）を示す。この属性は，フラットなXMLファイルにとって特に重要であって，フラットなXMLファイルでは，この方法だけによって文書型を検出できる。（パッケージでは，メディア型は，別のファイルの中にもある。17.4参照。）その値は，オフィス文書のパッケージ化された別表現に用いるメディア型とする（1.7参照）。

<define name="office-document-attrs" combine="interleave">


<attribute name="office:mimetype">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

2.2
文書メタデータ

メタデータは，文書に関する一般情報とする。OpenDocumentフォーマットでは，メタデータ要素はすべて<office:meta>要素に含まれ，通常は文書の最初に位置する。メタデータ要素は，なくても何回あってもよい。同一要素の複数個のインスタンスを更新する方法は，アプリケーション固有とする。

<define name="office-meta">


<optional>



<element name="office:meta">




<ref name="office-meta-content"/>



</element>


</optional>

</define>

<define name="office-meta-content">


<ref name="anyElements"/>

</define>

<define name="office-meta-content-strict">


<zeroOrMore>



<ref name="office-meta-data"/>


</zeroOrMore>

</define>

2.2.1
定義済みのメタデータ対カスタムメタデータ

OpenDocumentスキーマでは，メタデータは，定義済みのメタデータ要素，利用者定義のメタデータ要素，カスタムメタデータ要素で構成される。定義済みのメタデータ要素は，定義済みの意味をもつ。それらは，編集アプリケーションによって処理され更新されなければならない。それらは，適切なテキストフィールドの使用によって，文書の内部で参照される。

利用者定義のメタデータは，名前，型及び値の三つ組を指定するもっと共通の機構とする。アプリケーションサポートは，供給されたデータ型を利用して，利用者にこれらの値を示すことができる。利用者定義のメタデータは，適切なテキストフィールドの使用によって，文書の内部で参照される。

カスタムメタデータは，<office:meta>の内部の任意の要素とする。それらの意味はこの規格では定義されないので，適合するアプリケーションは，一般にこのデータを処理できず，又は表示できない。文書を編集するとき，アプリケーションは，このデータを保存しなければならない。

2.2.2
サンプルメタデータ

例　OpenDocumentフォーマットでの文書のサンプルメタデータ

<office:meta>


<dc:title>Title of the document</dc:title>


<dc:description>Description/Comment for the document</dc:description>


<meta:initial-creator>User Name</meta:initial-creator>


<meta:creation-date>1999-10-18T12:34:56</meta:creation-date>


<dc:creator>User Name</dc:creator>


<dc:date>1999-10-19T15:16:17</dc:date>


<meta:printed-by>User Name</meta:printed-by>


<meta:print-date>1999-10-20T16:17:18</meta:print-date>


<dc:subject>Description of the document</dc:subject>


<meta:editing-duration>PT5H10M10S</meta:editing-duration>


<meta:keyword>First keyword</meta:keyword>


<meta:keyword>Second keyword</meta:keyword>


<meta:keyword>Third keyword</meta:keyword>


<meta:template xlink:type="simple"


xlink:href="file:///c|

/office52/share/template/german/finance/budget.vor"


xlink:title="Template name"


meta:date="1999-10-15T10:11:12" />


<meta:auto-reload


xlink:type="simple"


xlink:href="file:///..."


meta:delay="P60S" />


<dc:language>de-DE</dc:language>


<meta:user-defined meta:name="Field 1"


meta:value-type="string">Value 1</meta:user-defined>


<meta:user-defined meta:name="Field 2"


meta:value-type="float">1.234</meta:user-defined>

</office:meta>
2.3
本体要素及び文書型

文書本体(body)は，この文書の内容がどの型に属すかを示す要素を一つ含む。現在サポートされる文書型を次に示す。

a)
テキスト文書
b)
描画文書
c)
プレゼンテーション文書
d)
スプレッドシート文書
e)
チャート文書

f)
画像文書
すべての文書型は，同じ内容要素を共有するが，異なる文書型には，どの要素が現れ得るかの異なる制約及びどんな組合せかの異なる制約がある。文書内容は通常，前置部及び後置部によって枠組み化される。それらは，フォームデータ又は変数の宣言のように，文書の固有の型に関する追加情報を含む。

<define name="office-body">


<element name="office:body">



<ref name="office-body-content"/>


</element>

</define>

2.3.1
テキスト文書

テキスト文書の内容は，主として，段落，表，インデクス，テキスト枠，テキスト節及びグラフ要素を幾つでも含む列から成る。さらにテキスト文書は，フォーム，変更履歴情報及び変数の宣言を含んでよい。これらの各々は，文書前置部において定義され，文書内容から参照されてもよい。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:text">



<ref name="office-text-attlist"/>



<ref name="office-text-content-prelude"/>



<zeroOrMore>




<ref name="office-text-content-main"/>



</zeroOrMore>



<ref name="office-text-content-epilogue"/>


</element>

</define>

a)
テキスト文書内容モデル

テキスト文書前置部は，文書のフォームデータ，変更履歴情報及び変数の宣言を含む。通常スプレッドシートにおいて利用可能な機能を，オフィスアプリケーションがテキスト文書用に実装することを可能にするために，テキスト文書前置部は，強化された表機能を実装する要素をも含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-text-content-prelude">


<ref name="office-forms"/>


<ref name="text-tracked-changes"/>


<ref name="text-decls"/>


<ref name="table-decls"/>

</define>

主要な文書内容は，テキスト内容要素のどのような列であってもよい。テキスト内容要素としては，段落(及び見出し)，テキスト節(及びインデクス)，表並びにグラフ形状などがある。テキスト文書は、単一のページ列であってもよい。
テキスト文書は，段落を含む必要はない。テキスト文書は，一連の枠だけで構成されてよい。

<define name="office-text-content-main">


<choice>



<zeroOrMore>




<ref name="text-content"/>



</zeroOrMore>



<group>




<ref name="text-page-sequence"/>




<zeroOrMore>





<choice>






<ref name="draw-a"/>






<ref name="shape"/>





</choice>




</zeroOrMore>



</group>


</choice>

</define>

<define name="text-content">


<choice>



<ref name="text-h"/>



<ref name="text-p"/>



<ref name="text-list"/>



<ref name="text-numbered-paragraph"/>



<ref name="table-table"/>



<ref name="draw-a"/>



<ref name="text-section"/>



<ref name="text-table-of-content"/>



<ref name="text-illustration-index"/>



<ref name="text-table-index"/>



<ref name="text-object-index"/>



<ref name="text-user-index"/>



<ref name="text-alphabetical-index"/>



<ref name="text-bibliography"/>



<ref name="shape"/>



<ref name="change-marks"/>


</choice>

</define>

テキスト文書固有の後置部要素はない，しかし，後置部は，強化された表機能を実装する要素を含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-text-content-epilogue">


<ref name="table-functions"/>

</define>

b)
広域テキスト文書

大きな文書が別の実体の中で編集される共通の事例がある。その結果，幾つかのリンクした構成要素の副文書を含む広域文書がある。これはリンクしたテキスト節の使用によって実装できる（4.4参照）。構成要素（任意のリンクした内容を備えた文書に対立するものとしての）をもつ広域文書の考えをもっとよくサポートする利用者インタフェースを採用して編集アプリケーションを容易にするために，text:globalフラグが使用できる。そのフラグをtrueにすると，この文書内でリンクされた節が，部品であることをアプリケーションに知らせることができる。節の実際のXML表現は変わらない。

<define name="office-text-attlist" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:global" a:defaultValue="false">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

2.3.2
描画文書

描画文書の内容は，描画ページの列から成る。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:drawing">



<ref name="office-drawing-attlist"/>



<ref name="office-drawing-content-prelude"/>



<ref name="office-drawing-content-main"/>



<ref name="office-drawing-content-epilogue"/>


</element>

</define>

<define name="office-drawing-attlist">


<empty/>

</define>

a)
描画文書内容モデル

描画文書前置部はテキスト宣言だけを含んでよい。通常スプレッドシートにおいて利用可能な機能をオフィスアプリケーションが描画文書用に実装することを可能にするために，それは，強化された表機能を実装する要素をも含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-drawing-content-prelude">


<ref name="text-decls"/>


<ref name="table-decls"/>

</define>

主要な文書内容は，描画ページの列を含む。

<define name="office-drawing-content-main">


<zeroOrMore>



<ref name="draw-page"/>


</zeroOrMore>

</define>

描画文書固有の後置部要素はないが，後置部は，強化された表機能を実装する要素を含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-drawing-content-epilogue">


<ref name="table-functions"/>

</define>

2.3.3
プレゼンテーション文書

プレゼンテーション文書の内容は，描画ページの列から成る。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:presentation">



<ref name="office-presentation-attlist"/>



<ref name="office-presentation-content-prelude"/>



<ref name="office-presentation-content-main"/>



<ref name="office-presentation-content-epilogue"/>


</element>

</define>

<define name="office-presentation-attlist">


<empty/>

</define>

a)
プレゼンテーション文書内容モデル

プレゼンテーション文書前置部は，描画文書の一つと等しいが，幾つかの追加の宣言を含んでもよい。2.3.2にも示す。

<define name="office-presentation-content-prelude">


<ref name="text-decls"/>


<ref name="table-decls"/>


<ref name="presentation-decls"/>

</define>

主要な文書内容は，描画ページの列を含む。

<define name="office-presentation-content-main">


<zeroOrMore>



<ref name="draw-page"/>


</zeroOrMore>

</define>

プレゼンテーション文書の後置部は，プレゼンテーション設定を含んでよく，強化された表機能を実装する要素を含んでもよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-presentation-content-epilogue">


<ref name="presentation-settings"/>


<ref name="table-functions"/>

</define>

2.3.4
スプレッドシート文書

スプレッドシート文書の内容は，主として表の列から成る。さらにスプレッドシート文書は，フォーム，変更履歴情報及びさまざまな種類の宣言を含んでよい。その宣言は，スプレッドシート表の使用及びそれらの分析を単純化する。これらの各々は，文書前置部又は文書後置部のどちらかに含まれる。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:spreadsheet">



<ref name="office-spreadsheet-attlist"/>



<ref name="office-spreadsheet-content-prelude"/>



<ref name="office-spreadsheet-content-main"/>



<ref name="office-spreadsheet-content-epilogue"/>


</element>

</define>

a)
スプレッドシート文書内容モデル

スプレッドシート文書前置部は，文書のフォームデータ，変更履歴情報，数式のための計算設定，セル内容の検証規則及びラベル範囲の宣言を含む。

<define name="office-spreadsheet-content-prelude">


<optional>



<ref name="table-tracked-changes"/>



</optional>


<ref name="text-decls"/>


<ref name="table-decls"/>

</define>

<define name="table-decls">


<optional>



<ref name="table-calculation-settings"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-content-validations"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-label-ranges"/>



</optional>

</define>

主要な文書は，表のリストとする。

<define name="office-spreadsheet-content-main">


<zeroOrMore>



<ref name="table-table"/>


</zeroOrMore>

</define>

スプレッドシート文書の後置部は，名前付きの式，データベース範囲，ピボットデータ(data pilot)表，統合演算及びDDEリンクに関する宣言を含む。

<define name="office-spreadsheet-content-epilogue">


<ref name="table-functions"/>


</define>

<define name="table-functions">


<optional>



<ref name="table-named-expressions"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-database-ranges"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-data-pilot-tables"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-consolidation"/>



</optional>


<optional>



<ref name="table-dde-links"/>



</optional>

</define>

2.3.5
チャート文書

チャート文書の内容は，主としてチャート要素から成る。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:chart">



<ref name="office-chart-attlist"/>



<ref name="office-chart-content-prelude"/>



<ref name="office-chart-content-main"/>



<ref name="office-chart-content-epilogue"/>


</element>

</define>

<define name="office-chart-attlist">


<empty/>

</define>

a)
チャート文書内容モデル

スプレッドシートにおいて通常利用可能な機能をオフィスアプリケーションが，チャートに含んでよい表用に実装することを可能にするために，チャート文書前置部は，強化された表機能を実装する要素を含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-chart-content-prelude">


<ref name="text-decls"/>


<ref name="table-decls"/>

</define>

主要な文書は，チャート要素だけとする。

<define name="office-chart-content-main">


<ref name="chart-chart"/>

</define>

チャート文書固有の後置部要素はないが，後置部は，強化された表機能を実装する要素を含んでよい。2.3.4にも示す。

<define name="office-chart-content-epilogue">


<ref name="table-functions"/>


</define>

2.3.6
画像文書

画像文書の内容は，枠要素だけとする。枠要素は，単一の画像要素を含まなければならない。

<define name="office-body-content" combine="choice">


<element name="office:image">



<ref name="office-image-attlist"/>



<ref name="office-image-content-prelude"/>



<ref name="office-image-content-main"/>



<ref name="office-image-content-epilogue"/>


</element>

</define>

<define name="office-image-attlist">


<empty/>

</define>

a)
画像文書内容モデル

画像文書前置部は空とする。

<define name="office-image-content-prelude">


<empty/>

</define>

主要な文書内容は，枠だけを含む。

<define name="office-image-content-main">


<ref name="draw-frame"/>

</define>

画像文書固有の後置部要素はない。

<define name="office-image-content-epilogue">


<empty/>

</define>

2.4
アプリケーション設定

アプリケーション設定は，<office:settings>要素に含まれる。

<define name="office-settings">


<optional>



<element name="office:settings">




<oneOrMore>





<ref name="config-config-item-set"/>




</oneOrMore>



</element>


</optional>

</define>

オフィスアプリケーションのための設定は，<config:config-item-set>要素によって各々表現される幾つかの分類に分けてよい。例えば，次の二つの分類があってよい。

a)
文書設定（例えば，特に指定しないときのプリンタ）
b)
ビュー設定（例えば，ズームレベル）
2.4.1
設定順序
<config:config-item-set>要素は，すべての型の設定要素を格納できるコンテナ要素とする。コンテナ要素における各設定の順序についての制限はない。
<define name="config-config-item-set">


<element name="config:config-item-set">



<ref name="config-config-item-set-attlist"/>



<ref name="config-items"/>


</element>

</define>

<define name="config-items">


<oneOrMore>



<choice>




<ref name="config-config-item"/>




<ref name="config-config-item-set"/>




<ref name="config-config-item-map-named"/>




<ref name="config-config-item-map-indexed"/>



</choice>


</oneOrMore>

</define>

a)
Config名

config:name属性は，設定コンテナの名前を識別する。<office:settings>要素の直接の子要素である最上位レベルの<config:config-item-set>要素については，その名前は，設定が属するアプリケーションを識別する名前空間接頭辞によって，先行されなければならない。

<define name="config-config-item-set-attlist" combine="interleave">


<attribute name="config:name">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

例

<office:settings>


<config:config-item-set xmlns:ooo="http://www.openoffice.org/...";


                        config:name="ooo:view-settings">



<config:config-item config:name="ViewAreaTop"



                    config:type="int">0</config:config-item>


</config:config-item-set>

</office:settings>
2.4.2
基底設定

<config:config-item>要素は，基底設定をすべて含む。設定の値は，要素に記録される。

<define name="config-config-item">


<element name="config:config-item">



<ref name="config-config-item-attlist"/>



<text/>


</element>

</define>

a)
Config名

config:name属性は，設定の名前を識別する。

<define name="config-config-item-attlist" combine="interleave">


<attribute name="config:name">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

b)
Config型

config:type属性は，設定のデータ型を識別する。

<define name="config-config-item-attlist" combine="interleave">


<attribute name="config:type">



<choice>




<value>boolean</value>




<value>short</value>




<value>int</value>




<value>long</value>




<value>double</value>




<value>string</value>




<value>datetime</value>




<value>base64Binary</value>



</choice>


</attribute>

</define>

2.4.3
列のインデクスアクセス

<config:config-item-map-indexed>要素は，列のためのコンテナ要素とする。順序は，要素のインデクスを指定する。

<define name="config-config-item-map-indexed">


<element name="config:config-item-map-indexed">



<ref name="config-config-item-map-indexed-attlist"/>



<oneOrMore>




<ref name="config-config-item-map-entry"/>



</oneOrMore>


</element>

</define>

a)
Config名

config:name属性は，設定列の名前を識別する。

<define name="config-config-item-map-indexed-attlist" combine="interleave">


<attribute name="config:name">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

2.4.4
対応付けエントリ
<config:config-item-map-entry>要素は，インデクス又は名前を付けられた設定列におけるエントリを表す。それは，すべての型の要素設定のコンテナ要素とする。

<define name="config-config-item-map-entry">


<element name="config:config-item-map-entry">



<ref name="config-config-item-map-entry-attlist"/>



<ref name="config-items"/>


</element>

</define>

a)
Config名

config:name属性は，設定列の名前を識別する。

<define name="config-config-item-map-entry-attlist" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="config:name">




<ref name="string"/>



</attribute>


</optional>

</define>

2.4.5
列の名前アクセス

<config:config-item-map-named>要素は，列のためのコンテナ要素とし，そこでは列の各設定がその名前によって識別される。

<define name="config-config-item-map-named">


<element name="config:config-item-map-named">



<ref name="config-config-item-map-named-attlist"/>



<oneOrMore>




<ref name="config-config-item-map-entry"/>



</oneOrMore>


</element>

</define>

a)
Config名

config:name属性は，設定列の名前を識別する。

<define name="config-config-item-map-named-attlist" combine="interleave">


<attribute name="config:name">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

2.4.6
カーソル位置設定

編集アプリケーションのための共通のビュー設定の一つとして，文書を保存したときにテキストカーソルがあった位置がある。WYSIWYGアプリケーションについては，これは通常段落の中だけの位置とする。文書のXMLに基づくビューを提供するアプリケーションについては，カーソル位置は，任意の要素間にも，又はタグ中にさえあり得る。

文書中のテキストカーソル位置を表すために，PITarget opendocumentをもつ処理命令が使用されるのが望ましい［JIS X 4159の2.6（処理命令）参照］。カーソル位置処理命令の名前，cursor-positionは，PITarget opendocumentに従わなければならない。処理命令は，例えば，カーソル位置を文書のあるビューに接続するために，任意のアプリケーション固有の属性をもってよい。そこでは，ビュー自体がアプリケーション固有の設定として指定される。これらの属性の構文は，XML開始タグ中の属性と同じでなければならない。

テキストカーソル位置が文書ビューを再生成するのには十分でないところでは，アプリケーションは，カーソル位置処理命令に加えて，任意の文書固有の設定を用いてよい。それらは，カーソル位置がテキストカーソル位置でなければ，任意の文書固有の設定を用いてもよいが，例えば描画オブジェクトの選択は使用できない。

例　カーソル位置処理命令

<text:p>This is<?opendocument cursor-position view-id="view1"?> an example.</text:p>
2.5
スクリプト

文書は，異なるスクリプト言語の中に幾つかのスクリプトを含んでよい。各スクリプトは，<office:script>要素によって表現される。これらのスクリプト要素は，すべて単一の<office:scripts>要素に含まれる。

複数のスクリプトに対して，一つだけのスクリプト言語又はオブジェクトモデルがあるとは限らない。スクリプトは，OpenDocumentフォーマットでの文書の文書オブジェクトモデル(DOM)上で又はアプリケーション固有のAPI上で動作できる。

文書のロード中は，スクリプトは文書を修正できない。しかし，文書がロードされた直後に，幾つかの事象が呼ばれる。

<office:script>要素に加えて，<office:scripts>要素は，文書自体に割り当てられた事象を含む<office:event-listeners>要素を含んでもよい。これらの例として，文書が開かれるか又は閉じられるときに呼ばれる事象がある。<office:event-listeners>要素についての詳細は，12.4に示す。
<define name="office-scripts">


<optional>



<element name="office:scripts">




<zeroOrMore>





<ref name="office-script"/>




</zeroOrMore>




<optional>





<ref name="office-event-listeners"/>




</optional>



</element>


</optional>

</define>

2.5.1
スクリプト

<office:script>要素は，スクリプト言語固有の内容を含む。ほとんどの状況で，要素は，スクリプトのソースコードを含む。しかしそれは，スクリプトのコンパイルされた版又はある外部スクリプトコードへのリンクを含んでもよい。

<define name="office-script">


<element name="office:script">



<ref name="office-script-attlist"/>



<mixed>




<ref name="anyElements"/>



</mixed>


</element>

</define>

a)
スクリプト言語

属性script:languageは，その名前によってスクリプトの言語を指定する。スクリプト言語名はアプリケーション固有なので，その名前は，名前空間接頭辞によって先行されなければならない。

<define name="office-script-attlist">


<attribute name="script:language">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

2.6
書体宣言

OpenDocumentフォーマットでの文書は，書体宣言を含んでよい。書体宣言は，文書の作成者が使用するフォントに関する情報を提供する。その結果，これらのフォント又はこれらのフォントに非常に近いフォントを，他のシステムで使用することが可能となる。詳細は，14.6に示す。

<define name="office-font-face-decls">


<optional>



<element name="office:font-face-decls">




<zeroOrMore>





<ref name="style-font-face"/>




</zeroOrMore>



</element>


</optional>

</define>

2.7
スタイル

OpenDocumentフォーマットは，次の型のスタイルをサポートする。

a)
共通スタイル

ほとんどのオフィスアプリケーションは，それらの利用者インタフェース中のスタイルをサポートする。この規格では，それらのスタイルのXML表現をスタイルと呼ぶ。他の型のスタイルとの区別が必要な場合，それらを共通スタイルと呼ぶ。共通という用語は，オフィスアプリケーションの利用者がスタイルと考えるスタイルの型を示す。

b)
自動スタイル

自動スタイルは，文書の利用者インタフェースのビューの中で，段落などのオブジェクトに割り当てられるフォーマット付け特性を含む。自動という用語は，スタイルが自動的に生成されることを示す。言い換えれば，特定のオブジェクトに直ちに割り当てられるフォーマット付け特性は，自動スタイルによって表現される。この方法で，内容の分離及びレイアウトが達成される。

c)
マスタスタイル

マスタスタイルは，フォーマット付け情報及びスタイルが適用される場合，文書内容で表示される補足内容を含む共通のスタイルとする。マスタスタイルの例として，マスタページがある。マスタページは，図形アプリケーションの中で使用できる。この場合，追加の内容は，描画ページの背景として表示されるあらゆる描画形状とする。マスタページも，テキスト文書の中で使用できる。この場合，追加の内容はヘッダ及びフッタとする。マスタスタイル中に含まれる内容は，文書の表現に影響を及ぼすが，文書の内容を変更しない追加の内容であることに注意する。

オフィスアプリケーションの利用者に関する限り，すべての型のスタイルは文書の一部とする。それらは，文書の作成者が文書を生成又は編集するのに使用した出力デバイスに依存しないレイアウト及びフォーマット付けの情報を表す。文書が再ロードされるか任意の装置に表示されるとき，文書の作成者はこのフォーマット付け情報及びレイアウト情報が保存されることを望むことを前提とする。それは，これがワードプロセサによって作成された文書のための共通の実行であることによる。

この型のスタイル情報は，文書を表示するために使用されるCSS2（W3C勧告CSS2参照）又はXSLT（JIS X 4169参照）のスタイルシートとは異なる。CSS，XSLTなどの追加のスタイルシートは，ある装置にOpenDocumentフォーマットでの文書を表示するために要求される。このスタイルシートは，出力デバイスの要件及び能力に加えて，文書中のスタイルをも考慮する必要がある。理想的な場合，このスタイルシートは出力デバイスだけに依存する。

スタイルについての詳細は，箇条14に示す。

2.7.1
スタイルの位置

共通スタイル及び自動スタイルは，同じXML表現をもつ。しかし，それらは二つの別のコンテナ要素の中では次のとおりに含まれる。:

a)
共通スタイル用の<office:styles>
b)
自動スタイル用の<office:automatic-styles>
c)
マスタスタイルが，それ自体のコンテナ要素の中に含まれる。

d)
<office:master-styles>
<define name="office-styles">


<optional>



<element name="office:styles">




<interleave>





<ref name="styles"/>





<zeroOrMore>






<ref name="style-default-style"/>





</zeroOrMore>





<optional>






<ref name="text-outline-style"/>





</optional>





<zeroOrMore>






<ref name="text-notes-configuration"/>





</zeroOrMore>





<optional>






<ref name="text-bibliography-configuration"/>





</optional>





<optional>






<ref name="text-linenumbering-configuration"/>





</optional>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-gradient"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="svg-linearGradient"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="svg-radialGradient"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-hatch"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-fill-image"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-marker"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-stroke-dash"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="draw-opacity"/>





</zeroOrMore>





<zeroOrMore>






<ref name="style-presentation-page-layout"/>





</zeroOrMore>




</interleave>



</element>


</optional>

</define>

<define name="office-automatic-styles">


<optional>



<element name="office:automatic-styles">




<interleave>





<ref name="styles"/>





<zeroOrMore>






<ref name="style-page-layout"/>





</zeroOrMore>




</interleave>



</element>


</optional>

</define>

<define name="office-master-styles">


<optional>



<element name="office:master-styles">




<interleave>





<zeroOrMore>






<ref name="style-master-page"/>





</zeroOrMore>





<optional>






<ref name="style-handout-master"/>





</optional>





<optional>






<ref name="draw-layer-set"/>





</optional>




</interleave>



</element>


</optional>

</define>

<define name="styles">


<interleave>



<zeroOrMore>




<ref name="style-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="text-list-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-number-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-currency-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-percentage-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-date-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-time-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-boolean-style"/>



</zeroOrMore>



<zeroOrMore>




<ref name="number-text-style"/>



</zeroOrMore>


</interleave>

</define>

次の例は，異なる型のOpenDocumentスタイルを示す。

例　OpenDocumentスタイル

<office:document ...>


<office:styles>



...


</office:styles>


<office:automatic-styles>



...


</office:automatic-styles>


<office:master-styles>



...


</office:master-styles>

</office:document>
2.8
ページスタイル及びレイアウト

文書中のページのスタイル及びレイアウトは，次によって決定される。

a)
ページレイアウト
b)
マスタページ
ページレイアウトは，ページの物理的な特性又は寸法，例えば，ページ寸法，余白，ヘッダの高さ，フッタの高さを記述する。

マスタページは，文書中のページのテンプレートとする。それは，ページの物理的性質を指定し，マスタページを使用する文書中のすべてのページに表示される静的な内容を含むこともできる，ページレイアウトへの参照を含む。静的な内容の例として，ヘッダ，フッタ又は背景図形がある。

テキスト又はスプレッドシートの文書がページ付けされたレイアウトで表示される場合，マスタページは文書内容を含むページ列を生成するためにインスタンス化される。マスタページがインスタンス化されるとき，空のページは，ページマスタの特性及びマスタページの静的な内容とともに生成される。その後，ページ本体は内容で埋められる。文書中の多数のページが同じマスタページを使用するとき，マスタページは，文書中に数回インスタンス化される。

テキスト及びスプレッドシートの文書では，マスタページは，style:master-page-name属性を用いて，段落スタイル及び表スタイルに割り当てることができる。段落又は表のスタイルがテキストに適用されるたびに，改ページが段落又は表の前に挿入される。改ページ位置から開始するページは，指定されたマスタページを使用する。

描画及びプレゼンテーションでは，マスタページは，style:parent-style-name属性を用いて，描画ページに割り当てられる。

注記
OpenDocumentページング方法は，W3C勧告XSLで用いられる方法と著しく異なる。XSLでは，ヘッダ及びフッタは，文書内容をも含むページ列の中に含まれる。OpenDocumentフォーマットでは，ヘッダ及びフッタは，ページスタイルに含まれる。いずれのアプローチでも，ヘッダ及びフッタの内容は，文書内容に影響せずに，変更され省略される。

ページレイアウトは，14.3に記述される。マスタページは，14.4に記述される。

3
メタデータ要素

注記
メタデータ要素は，Dublin Core Metadata Initiative (http://www.dublincore.org) [14]によって開発されたメタデータの規格から多くの機構を借りている。
ダブリンコアの作業から直接取り出されたメタデータ要素は，その名前空間接頭辞を使用する（1.3参照）。

3.1
定義済みメタデータ要素

アプリケーションによって処理され更新されることが望ましい1セットの定義済みメタデータ要素がある。メタデータ要素は省略されてもよく，又は複数回現れてもよい。同じ要素の幾つものインスタンスをどのように更新するかは，アプリケーション固有とする。

3.1.1
生成器

<meta:generator>要素は，XML文書を作成したか又は最後に修正したアプリケーション又はツールを識別する文字列を含む。このストリングは，IETF RFC 2616の14.43(User-Agent)に規定されるHTTPプロトコルで利用者エージェントのための定義と一致しなければならない。生成器ストリングは，製品の版が，利用者エージェントのすべてのリリースされた版の間で異ることを，例えば構造識別子又はパッチレベル情報を含めることによって，可能にしなければならない。

適合するアプリケーションは，あるアプリケーションで存在する又は存在したバグを回避して動作するために，生成器ストリングを用いてよいが，ある生成器ストリングに依存する別の振る舞いを故意に実装してはならない。

文書を作成したアプリケーションが識別子ストリングを提供できないとき，アプリケーションはこの要素をエキスポートしない。別のアプリケーションが文書を修正し，それが一意な識別子を提供できない場合，それは文書を作成したアプリケーションに属する元の識別子をエキスポートしてはならない。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:generator">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.2
タイトル

<dc:title>要素は，文書のタイトルを指定する。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="dc:title">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.3
記述

<dc:description>要素は，文書の簡潔な記述を含む。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="dc:description">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.4
主題

<dc:subject>要素は，文書の主題を指定する。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="dc:subject">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.5
キーワード

<meta:keyword>要素は，文書に関係するキーワードを含む。メタデータは，<meta:keyword>要素を幾らでも含むことができ，各要素は，一つのキーワードを指定する。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:keyword">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.6
最初の作成者

<meta:initial-creator>要素は，文書を最初に作成した人の名前を指定する。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:initial-creator">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.7
作成者

<dc:creator>要素は，最後にその文書を修正した人の名前を指定する。この要素の名前は，ダブリンコアとの互換性のために選ばれた。しかし，ここで用いられる“作成者”のこの定義は，ダブリンコアとは異なる。ダブリンコアは，作成者を“資源の内容を作ることに主として責任をもつ実体”と定義する。OpenDocumentの用語では，文書を修正する最後の人は，その文書の内容の作成に主として責任をもつ。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<ref name="dc-creator"/>

</define>

<define name="dc-creator">


<element name="dc:creator">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.8
印刷者

<meta:printed-by>要素は，文書を印刷した最後の人の名前を指定する。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:printed-by">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

3.1.9
作成日時

<meta:creation-date>要素は，文書が最初に作成された日時を指定する。

W3C勧告xmlschema-2に従って，日時のフォーマットはYYYY-MM-DDThh:mm:ssとする。
<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:creation-date">



<ref name="dateTime"/>


</element>

</define>

3.1.10
修正日時

<dc:date>要素は，文書が最後に修正された日時を指定する。

W3C勧告xmlschema-2に従って，日時のフォーマットはYYYY-MM-DDThh:mm:ssとする。

この要素の名前は，ダブリンコア（JIS X 0836参照）との互換性のために選ばれた。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<ref name="dc-date"/>

</define>

<define name="dc-date">


<element name="dc:date">



<ref name="dateTime"/>


</element>

</define>

3.1.11
印刷日時

<meta:print-date>要素は，文書が最後に印刷された日時を指定する。

W3C勧告xmlschema-2に従って，日時のフォーマットはYYYY-MM-DDThh:mm:ssとする。
<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:print-date">



<ref name="dateTime"/>


</element>

</define>

3.1.12
文書テンプレート

<meta:template>要素は，文書を作成するために使用された文書テンプレートのURLを含む。URLはXLinkとして指定される。

この要素は，JIS X 4176に適合する。

<meta:template>要素に指定できる属性は，次のとおりとする。

a)
テンプレート位置
b)
テンプレートタイトル
c)
テンプレート修正日時
a)
テンプレート位置

xlink:href属性が，文書テンプレートの位置を指定する。

b)
テンプレートタイトル

xlink:title属性が，文書テンプレートの名前を指定する。

c)
テンプレート修正日時

meta:date属性が，テンプレートを現在の文書を作成するために使用する前に最後に修正した日時を指定する。

W3C勧告xmlschema-2に従って，日時のフォーマットはYYYY-MM-DDThh:mm:ssとする。
<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:template">



<attribute name="xlink:href">




<ref name="anyURI"/>



</attribute>



<optional>




<attribute name="xlink:type" a:defaultValue="simple">





<value>simple</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:actuate" a:defaultValue="onRequest">





<value>onRequest</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:title">





<ref name="string"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:date">





<ref name="dateTime"/>




</attribute>



</optional>


</element>

</define>

3.1.13
自動再ロード

<meta:auto-reload>要素は，一定の期間が経過した後に文書を再ロードするか，別の文書と取り替えるかどうかを指定する。<meta:auto-reload>要素に指定できる属性を次に示す。

a)
URL再ロード

b)
遅延再ロード
a)
URL再ロード

ロードした文書が一定の期間の後に別の文書と取り替えられれば，<meta:auto-reload>要素はXLinkとして示される。xlink:href属性が，置換文書のURLを識別する。

b)
遅延再ロード

delay属性が，遅延再ロードを指定する。

W3C勧告xmlschema-2の継続時間データ型に適合して，この属性値のフォーマットはPnYnMnDTnHnMnSとする。この継続時間フォーマットに関するもっと多くの詳細情報については，W3C勧告xmlschema-2の3.2.6(duration)に示す。
<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:auto-reload">



<optional>




<attribute name="xlink:type" a:defaultValue="simple">





<value>simple</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:show" a:defaultValue="replace">





<value>replace</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:actuate" a:defaultValue="onLoad">





<value>onLoad</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:href">





<ref name="anyURI"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:delay">





<ref name="duration"/>




</attribute>



</optional>


</element>

</define>

3.1.14
ハイパリンクの振る舞い
<meta:hyperlink-behaviour>要素は，文書中でハイパリンクのための特に指定しないときの振る舞いを指定する。

<meta:hyperlink-behaviour>要素に関係してよいただ一つの属性は，次のとおりとする。

a)
対象枠

meta:target-frame-name属性は，ハイパリンクによって参照される文書を表示するときに用いる既定の対象枠の名前を指定する。
この属性は，次の値の一つをもつことができる。

1)
_self
参照される文書は，現在の枠の内容を置換する。

2)
_blank
参照される文書は，新しい枠に表示される。

3)
_parent
参照される文書は，現在の枠の親枠に表示される。

4)
_top
参照される文書は，最上位の枠（それは，子又は子孫として現在の枠を含むが，別の枠の中に含まない枠）に表示される。

5)
枠名

参照される文書は，指定された枠に表示される。指定された枠が存在しない場合，その名前をもつ新しい枠が作成される。

XLink規定に一致するために，追加のxlink:show属性は<meta:hyperlink-behaviour>要素に付けられる。meta:target-frame-name属性の値が_blankのとき，xlink:show属性の値はnewとする。meta:target-frame-name属性の値が他の値の選択肢のどれかであるとき，xlink:show属性の値はreplaceとする。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:hyperlink-behaviour">



<optional>




<attribute name="office:target-frame-name">





<ref name="targetFrameName"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:show">





<choice>






<value>new</value>






<value>replace</value>





</choice>




</attribute>



</optional>


</element>

</define>

3.1.15
言語

<dc:language>要素は，文書の特に指定しないときの言語を指定する。

言語が表現される方法は，IETF RFC 3066に記述される言語タグと同様とする。言語タグは，ISO 639群 [11, 12]から得られる2文字又は3文字の言語コードとするか，その後にハイフンとISO 3166-1 [13]に定義する2文字の国名コードとを追加したものとする。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="dc:language">



<ref name="language"/>


</element>

</define>

3.1.16
編集サイクル
<meta:editing-cycles>要素は，文書に施された編集サイクルの数を指定する。
文書が保存されるごとに，この要素の値が増加される。要素は，テキストとして編集するサイクルの数を含む。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:editing-cycles">



<ref name="nonNegativeInteger"/>


</element>

</define>

3.1.17
編集継続時間
<meta:editing-duration>要素は，文書の編集に費やした合計時間を示す。
継続時間は，W3C勧告xmlschema-2の継続時間データ型(PnYnMnDTnHnMnS)で表現される。この継続時間フォーマットに関するもっと多くの詳細情報については，W3C勧告xmlschema-2の3.2.6(duration)に示す。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:editing-duration">



<ref name="duration"/>


</element>

</define>

3.1.18
文書統計量
<meta:document-statistic>要素は，ページ数，語数など文書の統計量を指定する。統計量は<meta:document-statistic>要素の属性（表6参照）として指定される。文書でエキスポートされる統計量は文書型及び文書の生成に用いられたアプリケーションに依存する。

表6－文書統計量

	文書型
	文書統計量属性

	Text
	meta:page-count

meta:table-count

meta:draw-count

meta:image-count

meta:ole-object-count

meta:paragraph-count

meta:word-count

meta:character-count

meta:row-count
meta:frame-count
meta:sentence-count
meta:syllable-count
meta:non-whitespace-character-count

	Spreadsheet
	meta:page-count

meta:table-count

meta:image-count

meta:cell-count

meta:object-count

	Graphic
	meta:page-count

meta:image-count
meta:object-count


<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:document-statistic">



<optional>




<attribute name="meta:page-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:table-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:draw-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:image-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:ole-object-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:paragraph-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:word-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:character-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="frame-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="sentence-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="syllable-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="non-whitespace-character-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:row-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:cell-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="meta:object-count">





<ref name="nonNegativeInteger"/>




</attribute>



</optional>


</element>

</define>

3.2
利用者定義のメタデータ
<meta:user-defined>要素は，文書用のどんな追加の利用者定義のメタデータも指定する。この要素のインスタンスはそれぞれ，利用者定義のメタデータを1個含むことができる。要素は次を含む。:

a)
メタデータ要素の名前を識別するmeta:name属性。

b)
メタデータ要素の型を識別するオプションのmeta:value-type属性。可能なメタ型は，float, date, time, boolean及びstringとする。6.7.1にも示す。

c)
様々なデータ型に関するoffice:value属性の値として6.7.1に記述されたフォーマットでのメタデータである要素の値。

メタデータ要素のための特に指定しないときの型は，ストリングとする。

<define name="office-meta-data" combine="choice">


<element name="meta:user-defined">



<attribute name="meta:name">




<ref name="string"/>



</attribute>



<choice>




<group>





<attribute name="meta:value-type">






<value>float</value>





</attribute>





<ref name="double"/>




</group>




<group>





<attribute name="meta:value-type">






<value>date</value>





</attribute>





<ref name="dateOrDateTime"/>




</group>




<group>





<attribute name="meta:value-type">






<value>time</value>





</attribute>





<ref name="duration"/>




</group>




<group>





<attribute name="meta:value-type">






<value>boolean</value>





</attribute>





<ref name="boolean"/>




</group>




<group>





<attribute name="meta:value-type">






<value>string</value>





</attribute>





<ref name="string"/>




</group>




<text/>



</choice>


</element>

</define>

3.3
カスタムメタデータ

定義済みのメタデータ要素に加えて，アプリケーションは，<office:meta>要素の中にあるどんな付加的な内容をも保存しなければならない。それらの外来の内容について規定された意味はないので，アプリケーションは，文書を編集する場合にそれを保存すること以外に，この情報を処理する必要はない。

4
テキスト内容

4.1
見出し，段落及び基本テキスト構造

4.1は，テキスト文書中で見出し及び段落の構成部品を表すために使用されるXML要素及び属性について示す。

要素<text:h>及び<text:p>は，それぞれ見出し及び段落を表し，まとめて段落要素と呼ばれる。OpenDocumentファイル中のテキスト内容はすべてこれらの要素のどちらかに含まれなければならない。

4.1.1
見出し

見出しは，文書用の章構造を定義する。章又は下位章は見出しで始まり，同じ又はもっと高いレベルの次の見出しまで続く。

<define name="text-h">


<element name="text:h">



<ref name="heading-attrs"/>



<ref name="paragraph-attrs"/>



<optional>




<ref name="text-number"/>



</optional>



<zeroOrMore>




<ref name="paragraph-content"/>



</zeroOrMore>


</element>

</define>

a)
見出しレベル

見出し要素に関連するtext:outline-level属性は，1から始まる見出しレベルを決定する。レベル属性のない見出しは，レベル1とする。

<define name="heading-attrs" combine="interleave">


<attribute name="text:outline-level">



<ref name="positiveInteger"/>


</attribute>

</define>

b)
見出し番号付け

見出しの番号付けは，リスト項目のそれ（4.3.2参照）と同様に追加の属性によって変更できる。見出しの番号付けは，text:restart-numbering属性をtrueに設定することによって再開始できる。

<define name="heading-attrs" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:restart-numbering" a:defaultValue="false">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

c)
開始値

属性text:start-valueは，番号付けに新しい値を設定することによって，現在の見出しレベルの見出しの番号付けを再開始するのに用いてよい。

<define name="heading-attrs" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:start-value">




<ref name="nonNegativeInteger"/>



</attribute>


</optional>

</define>

d)
見出し番号付け抑制

番号が付けされない特定の見出しをもつことが必要になることがある。これはリストにおける番号付けのないリスト見出しに相当する（4.3参照）。これを可能にするために，なくてもよい属性text:is-list-headerを使用できる。それがtrueであれば，たとえ明示的なリストスタイルが与えられても，与えられた見出しは番号付けされない。

<define name="heading-attrs" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:is-list-header" a:defaultValue="false">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

e)
フォーマットされた見出し番号

見出しに番号付けが適用される場合，フォーマットされた番号のテキストが<text:number>要素に含まれる。このテキストは，見出しの番号付けを行わないアプリケーションによって使用されるが，番号付けを行うアプリケーションによって無視される。

<define name="text-number">


<element name="text:number">



<ref name="string"/>


</element>

</define>

4.1.2
段落

段落は，テキストの基本単位とする。

<define name="text-p">


<element name="text:p">



<ref name="paragraph-attrs"/>



<zeroOrMore>




<ref name="paragraph-content"/>



</zeroOrMore>


</element>

</define>

4.1.3
共通段落要素属性

段落要素は，text:style-name，text:class-names及びtext:cond-style-name属性をもつ。これらの属性は，段落スタイルを参照しなければならない。

text:style-name属性は，段落スタイルを参照する。一方text:cond-style-name属性は，条件付きスタイル，すなわち他のスタイル（14.1.2参照）への条件及び対応付けを含むスタイルを参照する。条件付きのスタイルが段落に適用される場合，条件付きのスタイル名がtext:cond-style-name属性の値である間，text:style-name属性は条件付きのスタイル評価の結果だったスタイルの名前を含む。フォーマット付け属性が適切であれば，XSLTは条件付きのスタイルを承認するだけでよいので，このXML構造は，JIS X 4169に規定するXSLT変換を単純化する。参照されるスタイルは，共通のスタイル又は自動スタイルになり得る。

class-names属性は，空白で分離された段落スタイル名のリストを指定する。参照されるスタイルは，それらがリストに含まれる順序で適用される。text:style-name及びtext:class-namesの両方が存在するとき，text:style-name属性によって参照されるスタイルは，text:class-namesの中のリストの中の最初のスタイルとして存在する。条件付きのスタイルがstyle:class-names属性と一緒に指定されるが，text:style-name属性はない場合，スタイルリスト中の最初のスタイルは，存在しないtext:style-name属性の値として使用される。

適合するアプリケーションは，text:class-names属性をサポートすることが望ましく，編集の間にそれを保存することも望まれる。

<define name="paragraph-attrs">


<optional>



<attribute name="text:style-name">




<ref name="styleNameRef"/>



</attribute>


</optional>


<optional>



<attribute name="text:class-names">




<ref name="styleNameRefs"/>



</attribute>


</optional>


<optional>



<attribute name="text:cond-style-name">




<ref name="styleNameRef"/>



</attribute>


</optional>

</define>

例　スタイル及び条件付きスタイル

<text:p text:style-name="Heading 1">

"Heading 1" is not a conditional style.

</text:p>

<text:p text:style-name="Numbering 1" text:cond-style-name="Text body">

"Text body" is a conditional style. If it is contained in a numbered

paragraph, it maps to "Numbering 1". This is assumed in this example.

</text:p>
段落は，IDをもってよい。このIDは他の要素からの段落を参照するために使用できる。

<define name="paragraph-attrs" combine="interleave">


<optional>



<ref name="text-id"/>


</optional>

</define>

4.2
ページ列

ページ列要素<text:page-sequence>は，ページ列の中で参照されるのと厳密に同じ順序でインスタンス化されるマスタページの列を指定する。テキスト文書がページ列を含むとき，それは指定されるとおりの数のページから成る。ページ列をもつ文書は，ページ列を含まない文書の場合と同様に，見出し及び段落から成る主テキストのフローをもたない。テキスト内容は，ページ列をもつ文書のためのテキストボックスの中に含まれる。他にもち得る内容は，描画オブジェクトだけとする。

例　ページ列

<style:automatic-style>


<style:page-layout name="pm1">



<!-- portrait page -->


</style:page-layout>


<style:page-layout name="pm2">



<!-- landscape page -->


</style:page-layout>

</style:automatic-style>

...

<style:master-styles>


<style:master-page name="portrait" style:page-layout-name="pm1"/>


<style:master-page name="landscape" style:page-layout-name="pm2"/>

</style:master-styles>

...

<office:body>


<text:page-sequence>



<text:page text:master-page-name="portrait"/>



<text:page text:master-page-name="portrait"/>



<text:page text:master-page-name="landscape"/>



<text:page text:master-page-name="landscape"/>



<text:page text:master-page-name="portrait"/>


</text:page-sequence>


<draw:frame ...>



<draw:text-box ...>




<text:p>Example text.</text:p>




...



</draw:text-box>


</draw:frame>

</office:body>
<define name="text-page-sequence">


<element name="text:page-sequence">



<oneOrMore>




<ref name="text-page"/>



</oneOrMore>


</element>

</define>

4.2.1
ページ

<text:page>要素は，ページ列の中の単一ページを指定する。

<define name="text-page">


<element name="text:page">



<ref name="text-page-attlist"/>



<empty/>


</element>

</define>

a)
マスタページ名

master-page-name属性は，インスタンス化されるマスタページを指定する。

<define name="text-page-attlist">


<attribute name="text:master-page-name">



<ref name="styleNameRef"/>


</attribute>

</define>

4.3
リスト

OpenDocumentフォーマットは，HTML4（JIS X 4156参照）にあるリスト構造に類似のリスト構造をサポートする。リストは段落レベル要素であり，リスト項目の列が後置されるオプションのリストヘッダを含む。リストヘッダ及び各リスト項目は，段落要素又はリスト要素の列を含む。リストは入れ子にできる。

リストは，番号付けしてよい。番号付けは，リスト項目ごとに固有の番号付けで再開始してよい。リストは，他のリストから連続して番号付けしてよい。これによって，利用者には一つのリストに見えるものを，複数のリストによって表現することが可能になる。リスト番号付けが表示されるかどうかは，用いている適切なリストスタイルに依存することに注意する。
この構造の情報に加えて，リストは，リストに関連するリストスタイルをもつことができる。リストは，次に示すとおり，関連するレイアウト情報を含む。

a)
リスト記号(bullet)又は番号などのリスト項目ラベルの型
b)
リスト項目ラベルの幅及び長さ
c)
リスト記号(bullet)の文字又は画像（もしあれば）
d)
番号付けのための番号フォーマット（もしあれば）
e)
リスト項目の段落字下げ

4.3.1
リストブロック

リストは，<text:list>要素によって表される。リストは，リストヘッダを含んでもよく，リストヘッダに続いてリスト項目を幾つでも含む。

すべてのリストはリストレベルをもつ。それは<text:list>要素の入れ子によって決定される。リストが他のリストの中に含まれないとき，リストレベルを1とする。リストが他のリストの中に含まれるとき，リストレベルは，そのリストのリストレベルとする。そこでは，1だけレベルが増加してリストが含まれる。リストが表セル又はテキストボックスに含まれるとき，表又はテキストボックスが他のリストの中に入れ子になっても，リストレベルは1に戻る。

リスト要素に指定できる属性を次に示す。

a)
スタイル名
b)
連続番号付け
<define name="text-list">


<element name="text:list">



<ref name="text-list-attr"/>



<optional>




<ref name="text-list-header"/>



</optional>



<zeroOrMore>




<ref name="text-list-item"/>



</zeroOrMore>


</element>

</define>

a)
スタイル名

省略可能なtext:style-name属性は，リストに適用されるリストスタイルの名前を指定する。

この属性が含まれてない，したがってリストスタイルが指定されない場合には，次の動作の一つが行われる。

1)
リストが別のリストの中に含まれるとき，リストスタイルは，特に指定しない限りそれを取り囲むリストのスタイルとなる。

2)
取り囲むリストのために指定されるリストスタイルがないが，そのリストが，リストスタイルを指定する添付の段落スタイルをもつ段落を含む場合，このリストスタイルはこれらのどの段落にも用いられる。

3)
特に指定がないときのリストスタイルは，他のどの段落にも適用される。

リスト，リストレベル及びリストスタイル名にどのフォーマット付け特性を適用するかを決定することが，考慮される。リストフォーマット付け特性についての詳細は，14.10に示す。

<define name="text-list-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:style-name">




<ref name="styleNameRef"/>



</attribute>


</optional>

</define>

b)
連続番号付け

特に指定しないとき，リスト中の最初のリスト項目は，リストスタイルで指定される数で始まる。連続番号付け属性は，前のリストから番号付けを連続するために使用できる。

この属性は<text:list>要素とともに使用でき，true又はfalseの値をもつことができる。

属性の値がtrueで，前のリストの番号付けスタイルが現在のリストと同じ場合，現在のリストの中の最初のリスト項目の番号は，1だけ増加した前のリストの中の最後の項目の番号とする。

<define name="text-list-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:continue-numbering">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

4.3.2
リスト項目

リスト項目は，リストのテキスト内容を含む。<text:list-item>要素は，段落又はリストを含むことができる。リスト項目は，見出し又は表を含むことができない。

<define name="text-list-item">


<element name="text:list-item">



<ref name="text-list-item-attr"/>



<ref name="text-list-item-content"/>


</element>

</define>

<define name="text-list-item-content">


<optional>



<ref name="text-number"/>


</optional>


<zeroOrMore>



<choice>




<ref name="text-p"/>




<ref name="text-h"/>




<ref name="text-list"/>



</choice>


</zeroOrMore>

</define>

リストに割り当てられたリストスタイルに依存して，リスト項目中の最初の行には，リスト記号(bullet)又は番号が先行する。リスト項目が他のリストを直ちに始めて，テキストを含まない場合，リスト記号(bullet)又は番号は，表示されない。

<text:list-item>要素に関係してよいただ一つの属性を次に示す。

a)
開始値

現在のリストの番号付けは，ある数で再開できる。text:start-value属性は，リストを再開するときのその数を指定するのに用いる。

この属性は，番号付けリストスタイルをもつリストの中の項目だけに適用できる。それは，現在の項目でリストの番号付けを再開する。

<define name="text-list-item-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:start-value">




<ref name="nonNegativeInteger"/>



</attribute>


</optional>

</define>

b)
フォーマット済み番号

リスト項目が適用された番号付けもつ場合，フォーマット済み番号のテキストは，<text:number>要素に含むことがでる。このテキストは，番号付けをサポートしないアプリケーションが使用できるが，それは，番号付けをサポートするアプリケーションによって無視される。4.1.1にも示す。

例　リスト及び下位リスト

<text:list text:style-name="List 1">


<text:list-item>


<text:p>This is the first list item</text:p>


<text:p>This is a continuation of the first list item.</text:p>


</text:list-item>


<text:list-item>


<text:p>This is the second list item. 




It contains a sub list.</text:p>


<text:list>



<text:list-item><text:p>This is a sub list item.</text:p>



<text:list-item><text:p>This is a sub list item.</text:p>



<text:list-item><text:p>This is a sub list item.</text:p>


</text:list>


</text:list-item>


<text:list-item>


<text:p>This is the third list item</text:p>


</text:list-item>

</text:list>
4.3.3
リストヘッダ

リストヘッダは，特別の種類のリスト項目とする。それは，リストの前に表示される一つ以上の段落を含む。段落は，リスト項目のとおりにフォーマットされるが，それは先行する番号又はリスト記号(bullet)をもたない。リストヘッダはリストヘッダ要素によって表現される。

<define name="text-list-header">


<element name="text:list-header">



<ref name="text-list-item-content"/>


</element>

</define>

4.3.4
番号付き段落

幾つかのインスタンスでは，ある場合には，幾つかのリスト項目を含む構造要素としてのリストを使用するよりも，段落ごとに番号とレベルとを指定する方が望ましいことがある。これを可能にするために，あたかもそれが指定されたレベルのリストの一部であるかのように，<text:numbered-paragraph>要素は，個々の段落の番号付けを許可する。

番号付き段落は，リスト項目が用いるものと同じ連続番号付け特性を用いてよく，したがって，リストを指定する等価で別の方法を構成してよい。<text:list>表現でのリストは，<text:numbered-paragraph>表現でのリストに変換でき，その逆もできる。

<define name="text-numbered-paragraph">


<element name="text:numbered-paragraph">



<ref name="text-numbered-paragraph-attr"/>



<optional>




<ref name="text-number"/>



</optional>



<choice>




<ref name="text-p"/>




<ref name="text-h"/>



</choice>


</element>

</define>

番号付き段落には，リストレベルが割り当てられる。番号付き段落は，一つの段落をもつ一つのリスト項目を含み，与えられたレベルに入れ子にされるリストに等価とする。レベルが与えられないとき，番号付き段落は，レベル1と解釈される。

<define name="text-numbered-paragraph-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:level" a:defaultValue="1">




<ref name="positiveInteger"/>



</attribute>


</optional>

</define>

番号付き段落は単一のリスト項目をもつ（たぶん入れ子になった）リストの機能を組み合わせるので，それは，それらの要素の属性も使用できる。

<define name="text-numbered-paragraph-attr" combine="interleave">


<ref name="text-list-attr"/>

</define>

<define name="text-numbered-paragraph-attr" combine="interleave">


<ref name="text-list-item-attr"/>

</define>

フォーマットされた番号を示すテキストは，<text:number>要素の中に含めることができる。このテキストは，番号付けをサポートしないアプリケーションが使用できるが，それは，番号付けをサポートするアプリケーションによって無視される。4.1.1にも示す。

4.4
テキスト節

テキスト節は，段落レベルテキスト内容の名前付き領域とする。節は，段落境界で開始し終了する。節は，どんな数の段落も含むことができる。

節は，OpenDocumentフォーマットの中で二つの用途をもつ。それらは，テキスト領域に，あるフォーマット付け特性を割り当てるために使用できる。それらは，ある外部データソースから自動的に得られるテキストをまとめるために用いることもできる。
節が通常のテキスト内容を含んでもよく，別のファイルに含まれたテキストを，その節にリンクしてもよい。節も書き込み禁止にでき，又は隠すこともできる。

節は，テキスト段，背景色又は背景パターン及び注記構成の設定をもつことができる。これらの設定は，節スタイルを形成する。それは<style:style>要素の中で表現される。詳細は，14.8.3に示す。

節のフォーマット付け特性は，15.7に示す。

節は，外部の内容にリンクする二つの方法をサポートする。節から別文書へのリンクは，次のどちらかによって行う。
a)
text:section-source要素によって表現され，XLinkで識別される資源

b)
office:dde-source要素によって表現される動的データ交換(DDE)

外部の内容に関するリンク情報は，節要素の最初の子に含まれる。外部内容にリンクする節は，データソースの完全な表現を含む。その結果，それらが節の内容を更新したい場合だけ，プロセサはリンク情報を理解しなければならない。

<define name="text-section">


<element name="text:section">



<ref name="text-section-attr"/>



<choice>




<ref name="text-section-source"/>




<ref name="text-section-source-dde"/>




<empty/>



</choice>



<zeroOrMore>




<ref name="text-content"/>



</zeroOrMore>


</element>

</define>

注記
リスト項目は節を含んではならない。したがって，リストは節要素のなかに完全に含まれることだけが可能である。リストと節とがオーバラップする効果，又はリスト内に含まれる節の効果が必要な場合，リストを幾つかのリストへ分割することが必要となる。リストを分割する場合，連続的な番号付けにふさわしい属性を設定し，節によって中断されていないもとのリストと同じ表示及び振る舞いであるようにすることが望ましい。
4.4.1
節属性

箇条7で規定するテキストインデクスは，特別の種類のテキスト節と考えてよい。なぜなら，テキストインデクスとテキスト節とは，一般的な構造及びある種の属性を共有するからである。これらは，次の定義の中で組合せられる。
<define name="text-section-attr" combine="interleave">


<ref name="sectionAttr"/>

</define>

この節の中の残りの属性は，<text:section>要素に固有とする。

a)
節スタイル

text:style-name属性は，節スタイルを参照する。

<define name="sectionAttr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:style-name">




<ref name="styleNameRef"/>



</attribute>


</optional>

</define>

b)
節名

すべての節は，一意に節を識別する名前をもたなければならない。text:name属性は，節の名前を含む。

<define name="sectionAttr" combine="interleave">


<attribute name="text:name">



<ref name="string"/>


</attribute>

</define>

c)
保護された節

節は保護できる。それは，利用者が節を編集できないことを意味する。text:protected属性は，節を保護するかどうか示す。節を保護するとき，利用者インタフェースは，保護属性を強化しなければならない。

<define name="sectionAttr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:protected">




<ref name="boolean"/>



</attribute>


</optional>

</define>

利用者は，保護フラグをリセットするために利用者インタフェースを使用できる。ただし，節がパスワードによって更に保護されている場合は別である。この場合，利用者は保護フラグをリセットするために，パスワードを知らなければならない。text:protection-key属性は，節を保護するパスワードを指定する。XMLファイルへパスワードを直接保存することを避けるため，パスワードのハッシュ値だけが記録される。

<define name="sectionAttr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:protection-key">




<ref name="string"/>



</attribute>


</optional>

</define>

d)
隠れた節及び条件付き節

節は，条件に基づいて隠すことができ，又は無条件に隠すことができる。

text:display属性は，節を隠すかどうか示す。この属性の値は，次のとおりとする。:

1)
true
節が表示される。これを特に指定しないときの設定とする。

2)
none
節は無条件に隠される。

3)
condition
節はtext:condition属性の中で指定される条件の下で隠される。

text:condition属性は，節が隠される条件を指定する。条件はストリングとして符号化される。text:displayの値が条件であるとき，text:condition属性は存在しなければならない。

<define name="text-section-attr" combine="interleave">


<choice>



<attribute name="text:display">




<choice>





<value>true</value>





<value>none</value>




</choice>



</attribute>



<group>




<attribute name="text:display">





<value>condition</value>




</attribute>




<attribute name="text:condition">





<ref name="string"/>




</attribute>



</group>



<empty/>


</choice>

</define>

4.4.2
節ソース

<text:section-source>要素は，囲まれた節がリンクした節であることを示す。この要素が使用される場合，それは<text:section>要素中の最初の要素でなければならない。

<define name="text-section-source">


<element name="text:section-source">



<ref name="text-section-source-attr"/>


</element>

</define>

<text:section-source>要素に指定できる属性を次に示す。

a)
節ソースURL
b)
リンクした節の名前
c)
フィルタ名
a)
節ソースURL

これらの属性は，節がリンクされる文書又は節を識別する。対象節の名前は，記号文字“#”に続くURLのローカル部分によって識別される。<text:section-source>要素は内部節にリンクしてもよいので，このxlink:href属性は必す（須）ではない。
<define name="text-section-source-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="xlink:href">




<ref name="anyURI"/>



</attribute>



<optional>




<attribute name="xlink:type" a:defaultValue="simple">





<value>simple</value>




</attribute>



</optional>



<optional>




<attribute name="xlink:show" a:defaultValue="embed">





<value>embed</value>




</attribute>



</optional>


</optional>

</define>

b)
リンクした節の名前

リンクが文書の節を対象とするとき，属性text:section名は対象節の名を含む。属性が存在しないとき，リンクは全文書を対象とする。

<define name="text-section-source-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:section-name">




<ref name="string"/>



</attribute>


</optional>

</define>

c)
フィルタ名

text:filter-name属性は，リンク対象をインポートするためにどのフィルタ型が使用されたかを指定する。この属性の値は，実装に依存する。

<define name="text-section-source-attr" combine="interleave">


<optional>



<attribute name="text:filter-name">




<ref name="string"/>



</attribute>


</optional>

</define>

4.4.3
DDEソース

節がDDEによってリンクされる場合，それらのリンク情報は<office:dde-source>要素によって表現され.る。それは，DDE結合のアプリケーション，トピック及び項目を指定する属性を含む。節が，DDEリンクの内容のXML描出を含んでいるので，DDEリンクからの最新のデータが必要なとき，この情報を処理しさえすればよいことに注意する。
<define name="text-section-source-dde">


<ref name="office-dde-source"/>

</define>







(1)

（2）
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